
 

Ⅸ．教育職員免許状の取得 
 
教育職員免許状取得を希望するものは、各自が所属する学部・研究科の教育課程のほかに、教育職員免許法に定められた科目の

単位を修得しなければなりません。一般の学生に比べて履修科目が多くなるため、より一層の努力が必要です。 

履修方法等の詳細については、毎年４月上旬頃教育職員免許状取得のためのガイダンスが実施され、「教職課程への招待」が配

付されます。(実施時期・場所等は、別途掲示等により通知します) 

また、教職課程に関する連絡事項は、KOANの掲示板に掲載されます。見逃すことのないように注意してください。 

 

免許状の概要 

①  大学（短期大学) 及び高等専門学校を除くすべての国公私立の学校の教育職員(常勤、非常勤を問わない) となるため

には、それぞれ相当の免許状を有しなければなりません。 

②  教育職員免許状取得を希望する方は「教育職員免許法」、「教育職員免許法施行規則」等の定めるところにより大学に

おいて所定の単位を取得する必要があります。 

③ 学部学生は「中学・高等学校一種免許状」、大学院学生は「中学・高等学校専修免許状（ただし、一種免許の資格取得

が必要）」を取得することができます。 

④  工学部・工学研究科で取得できる免許状の種類は別表１、２のとおりです。 

 

   取得出来る免許状の種類（教科） 

   別表１（学部学生） 

免許状の種類 

学科 

中学校教諭 

一種免許状 

高等学校教諭 

一種免許状 

応用自然科学科 数学、理科 数学、理科、工業 

応用理工学科 数学、理科 数学、理科、工業 

電子情報工学科 数学、理科 数学、理科、工業、情報 

環境・エネルギー工学科 理科 理科、工業 

地球総合工学科 数学、理科 数学、理科、工業 

   別表２（大学院生） 

専  攻 
中学校教諭 
専修免許状 

高等学校教諭 
専修免許状 

生物工学専攻 

理科 理科 応用化学専攻 

物理学系専攻 

機械工学専攻 数学 数学 

マテリアル生産科学専攻 ― 工業 

電気電子情報通信工学専攻 数学、理科 数学、理科 

環境エネルギー工学専攻 理科 理科、工業 

地球総合工学専攻 
― 工業 

ビジネスエンジニアリング専攻 

 

大学が独自に設定する科目について 

専修免許状取得のための科目を示した「大学が独自に設定する科目」の科目表は、KOAN掲示板（教職）に掲示します。 

 

 

 

Ⅹ．海外留学 

  

 世界の多様性を学んで、将来世界で活躍する人材となることを願い、在学中の海外留学を積極的に推進・支援しています。 

 

※大阪大学では、「大阪大学・国際交流等に伴う危機管理マニュアル」において、外務省が発出する危険情報が【レベル 2：

不要不急の渡航は止めてください。】以上の地域への学生の渡航は認めていません。ただし研究科長が承認したものにつ

いては、この限りではありませんので、KOAN の海外渡航に関する通知を確認し必要な手続きを行ってください。 

 

 留学先 学籍異動 修業年限

算入 単位認定 授業料 

交換留学 交流協定を締結してい

る大学等(※)から選ぶ 
在学→留学 可 

時間に余裕を持って

留学前に教務課に相

談してください 

本学に払う 
留学先には払わない 

休学留学 自由に選べる 在学→休学 不可 
留学先に払う 
本学には払わない 

 ※交流協定を締結している海外の大学（別表１参照）  

 

 

１．留学前の情報収集 

 留学を実現するには、明白な目的と将来計画を持って、主に①留学先の選定、②留学時期の検討、③留学に必要な語学能

力の習得、④留学資金の確保といった準備が必要になります。そのためには、ウェブサイトでの情報検索や資料の収集、指

導教員や留学経験のある先輩、国際交流推進センターや教務課へ相談など、早めの積極的な情報収集が大切です。 

（語学力） 

 英語圏に留学を希望する場合は、TOEFL（Test of English as a Foreign Language）iBT の得点がおおよそ 79 以上又は

IELTS（International English Language Testing System）の得点が 6.0 以上必要とされています。 

なお、留学先によっては、TWE（Test of Written English）の受験が必要な場合があります。 

非英語圏への留学を希望する場合は、その国・地域の公用語等、要求される語学力が異なります。 

いずれの場合も、必ず留学先の情報を確認してください。 

（教育事情） 

 留学先の学年暦（Academic Year）は大学によって異なりますので、入学が可能な時期について事前に調べておくことが

必要です。 

（留学費用） 

 渡航費、滞在費、生活費及び授業料などについてあらかじめ情報収集し、充分な資金計画を立てることが大切です。留学

先での奨学金獲得やアルバイト収入を見込んだ計画は立てないでください。留学生のアルバイトを禁止又は制限している

国・地域が多数あります。 

 

２．奨学金等 

 留学を支援するための奨学金には、文部科学省・地方自治体・民間団体及び外国政府が実施するものがありますが、対象
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